
（様式２） 

地域還元施設等整備基本構想（案）に対するご意見と考え方 

 

 

案件名  地域還元施設等整備基本構想（案） 

 

意見募集期間  

平成３１年２月４日 から 平成３１年２月２８日 

 

意見募集の結果 

 

意見の概要及び組合の考え方（順不同） 

№ 該当箇所 意見の概要 意見に対する考え方 

1 

3-2 

及び 

3-7 

白雲荘は近隣の人々が長い年月をかけ生

活の一部に取り入れ，多くの人間関係を育

ててきた貴重な施設でした。そのことを重

視し，一刻も早い施設の再生を求めます。

白雲荘の多くの利用者は何年も待ってい

られません。従ってモデル候補地 Aの案は

ありえません。B のスケジュールでも遅

い。白雲荘の取り壊しからすでに１年半が

過ぎました。B案でも空白期間が５年にな

ります。もっと急いでいただきたい。 

これまで組合議会におきまして

も 2022年度供用開始予定と説明

してきており，モデル候補地 Bで

あれば 2022年度中の供用開始が

できる可能性がありますが，用

地選定については今後も慎重に

検討し，新年度に確定したいと

考えております。 

今後さらに詳細な計画・設計を

進めスピード感を持って施設完

成に鋭意努力いたします。 

2 

3-3 利用ニーズでは，利用者の支払い許容料金

についての考察が不十分です。料金が高け

れば地域の方々は毎日のように利用でき

なくなります。それでは還元施設の目的が

達成されません。白雲荘のような豊かな活

用内容を育てられる利用料金での運営シ

ミュレートを求めます。 

利用料金につきましては建設・

運営費用と合わせて精査する必

要があることから，基本計画の

中で事業手法の選択と合わせて

検討してまいります。 

住民アンケートの集計結果やこ

れまでの白雲荘利用者の方々の

声も踏まえ，白雲荘のように永

く地元に愛される施設を運営・

提出方法 募集者人数 意見数 

持 参 1 3 

郵 送 0 0 

Ｆ Ａ Ｘ 2 10 

電子メール 1 2 

合 計 4 15 



継続していくことができる料金

設定を検討してまいります。 

3 

3-3 白雲荘の利用者は，施設の良かった点とし

て「弁当持参で金を使わずゆっくり１日楽

しめる」をあげています。この条件も受け

継ぐ価値に該当します。そのことが配慮さ

れた利用者ニーズのシミュレーションに

なっていません。どんなに立派であって

も，内容が充実していても，規則が多く，

多様な人間関係を許容し，様々な過ごし方

を許す場でなくては白雲荘で展開された

ような地域のコミュニティーは育めませ

ん。 

飲食物の持込可能だったことが

良かったとの声がある一方で，

食堂がないことが不便だったと

の意見もありました。また住民

アンケートの新しい施設に必要

な施設にも食堂・売店はお風呂

に次ぐ要望がありました。これ

らを踏まえ，基本計画の中で検

討してまいります。 

4 

全体 地域還元が目的なので，利用者の声を尊重

する。 

引き続き地元住民の方に検討委

員会委員として参加していただ

くほか，地域の声に耳をかたむ

けていくよう努めてまいりま

す。 

5 

全体 白雲荘の良さであった，地域住民の交流が

できるアットホームな施設にする。そのた

め，料金は従来と変わらず，低料金にし，

高齢者や障碍者への配慮をする。また食品

の持ち込みも認める。 

料金及び飲食物持込みについて

は基本計画の中で検討してまい

ります。高齢者や障がい者の

方々も利用しやすいようバリア

フリーの施設を目指します。 

6 

全体 場所はごみ処理施設に隣接するか近い範

囲にする。 

地域還元という観点からも，新

ごみ処理施設から離れた場所は

考えにくいとのことから，敷地

内または近隣での検討を行なっ

ております。 

7 

全体 白雲荘は周りの緑化も良かったという声

も多いが，新施設も同様に周辺緑化や景観

に配慮する。 

白雲荘は四季折々の景観が大変

好評でしたので，新しい施設に

つきましても基本計画の中で検

討してまいります。 

8 

全体 高齢者利用を想定し，送迎バスの利用を可

能にする。 

新ごみ処理施設周辺はバス停か

らも離れているためアクセスが

不便であり，送迎バスの要望は

多く寄せられております。 

運用方法等も含め，基本計画の

中で具体的に検討してまいりま

す。 



9 

全体 バリアフリーに配慮。 高齢者や障がい者の方々も利用

しやすいようバリアフリーの施

設を目指します。 

10 

全体 熱還元システムを取り入れ，幅広く焼却熱

の活用をはかる。入浴施設の温水利用に焼

却熱を利用する。小美玉地区には温水プー

ルがないので，子供から高齢者まで利用で

きる温水プールを作る。 

新ごみ処理施設工事発注時点で

還元施設への余熱等の供給につ

いては，施設の規模や内容・建設

地等が確定しなかったため，全

量発電として発注した経緯がご

ざいます。また，余熱利用（全量

発電）については議会からもご

理解をいただいているところで

あり，事業を進めるにあたって，

現時点では全量発電とする方針

に変更はございません。 

施設の機能につきましては，建

設費用や運営費用が高くなれば

利用料金の設定にも関わりま

す。低廉な料金で利用したいと

いう地元住民の方々の要望と合

わせて，基本計画の中で検討し

てまいります。 

11 

2-4 高校生の意見にもあるように温水プール

があるとよい。高齢者・ひざがいたい方な

ど多くの人々がそれぞれの目的で利用で

きると思う。 

温浴施設とともに温水プールも

要望が多くありましたが，建設

費用や運営費用が高くなれば利

用料金の設定にも関わります。

低廉な料金で利用したいという

地元住民の方々の要望と合わせ

て，基本計画の中で検討してま

いります。 

12 

3-5 

及び 

3-7 

建設場所は費用をおさえ（利用費用も安く

できるはず），かつスピーディーに完成で

きる場所が良い。 

最小の経費で最大の効果を得ら

れるよう検討してまいります。

また，今後さらに詳細な計画・設

計を進め，スピード感を持って

施設完成に鋭意努力いたしま

す。 

13 

全体 背伸びしすぎない。必要なものだけを充実

させる。持続可能な施設を。 

住民のニーズのほか，将来的に

求められる機能等を整理し，永

く愛される施設の建設・運営を

目指します。 



14 

3-2 

及び 

3-3 

施設設置場所について 

ごみ処理施設を基本に考えると，還元施設

は歩いて行くことができる人は限られる

ので，送迎バスなどの配置や，駐車場など

も配慮すべきこと。 

新ごみ処理施設周辺はバス停か

らも離れているためアクセスが

不便であり，送迎バスの要望は

多く寄せられております。 

運用方法等も含め，基本計画の

中で検討してまいります。 

15 

全体 施設と運営 

１．利用料は 300円までにしてほしい。 

２．200人から 300人が集まり講演や映画

会などができる小ホールの設置。 

３．グループ（サークル）活動ができる場

の保障。 

４．市民が利用できる調理室の確保（高齢

化が進む中，レストランでの食事代は負担

（お金）が大変になってきているので，持

参したものが温められ，食べられるような

設備と場所が欲しい） 

５．管理運営には障がい者の参加できるよ

う，活躍できる場となること。設備のバリ

アフリー化の徹底。 

６．高齢者から子どもまで，楽しめるプー

ルの設置。 

 

（１） 

利用料金につきましては基本計

画の中で事業手法の選択と合わ

せて検討してまいります。 

（２・３・６） 

施設の機能につきましては，建

設費用や運営費用が高くなれば

利用料金の設定にも関わりま

す。低廉な料金で利用したいと

いう地元住民の方々の要望と合

わせて，基本計画の中で検討し

てまいります。 

（４） 

飲食物の持込可能だったことが

良かったとの声がある一方で，

食堂がないことが不便だったと

の意見もありました。また住民

アンケートの新しい施設に必要

な施設にも食堂・売店はお風呂

に次ぐ要望がありました。これ

らを踏まえ，基本計画の中で検

討してまいります。 

（５） 

高齢者や障がい者の方々も利用

しやすいようバリアフリーの施

設を目指します。 

 

 


